
はじめに
インドネシアは世界第11位の甘しゃ糖生産国で

あり、東南アジア圏では主要砂糖輸出国であるタイ

に次いで生産量が多い。しかし、世界第４位の人口

２億7000万人を抱える同国にとっては、国産原料

から生産された砂糖のみでは国内需要を満たせず、

輸入により不足分をまかなっており、中国に次ぐ世

界第２位の輸入国となっている（中国609万トン、

インドネシア583万トン：国際砂糖機関〈ISO〉調

べ〈2020年〉）。このような中、砂糖の安定供給は、

インドネシアにとって大きな課題となっている。

本稿では、同国の砂糖産業の動向や、砂糖の自給

へ向けた取り組みなどについて、委託調査の結果に

基づき報告する。

なお、為替レートは、100インドネシアルピア

＝0.93円（2022年２月末日TTS相場（注１））を使

用した。

（注１）�三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社「月末・
月中平均の為替相場」の月末TTS相場。

１　インドネシアのサトウキビ
生産

（１）概要
ア　生産地域
インドネシアのサトウキビ栽培は、ジャワ島とス

マトラ島に集中しており、ジャワ島で全体の栽培面

積の58％、スマトラ島で36％、スラウェシ島で６％

を占めている（図１、表１）。

州別に見ると、サトウキビの最大生産地である

ジャワ島の東ジャワ州で約19万ヘクタール、続く

スマトラ島のランプン州で約13万ヘクタールと、

これら２州が他州に比べて突出している（表１）。

また、ジャワ３州（東ジャワ、中部ジャワおよび西

ジャワ）で、同国の栽培面積の過半を占め、ランプ

ン州と南スマトラ州を合わせた上位５州で同国全体

の９割の栽培面積を占めている。
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海外情報

【要約】
　インドネシアでは、人口増加などによる砂糖需要の高まりを背景に輸入量は増加傾向にある。このよう
な中で、砂糖の自給自足を目標に掲げる同国政府は、原料糖の輸入規制やサトウキビ生産の拡大に向けた
取り組みを実施している。しかし、栽培面積の伸び悩みや生産コストの上昇、国営製糖工場の老朽化によ
る生産効率の低下など、目標達成に向けた課題も山積している。

調査情報部

インドネシアの砂糖産業の動向



イ　経営体の区分と生産量
サトウキビの栽培面積について経営体別に見る

と、ランプン州で民間企業による栽培が盛んである

ものの、全体で見ると、小規模な家族経営（個人農

家）が全体の６割弱とされている（図２）。民間企

業は、自営の大規模農園（プランテーション）でサ

トウキビ栽培を行っており、国営企業の一部も自営

のプランテーションを所有しているが、自社工場近

隣の個人農家からのサトウキビの納入割合も高い状

況にある（写真１）。なお、個人農家は一般的に民間、
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図２　経営体別サトウキビ栽培面積の割合（2019年）

図１　サトウキビ生産地域の分布（2019年）
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表１　州別および経営体別のサトウキビ栽培面積（2019年）
（単位：ha、％）

州 島 個人農家 民間企業 国営企業 小計 割合

東ジャワ ジャワ 165,712 44 22,526 188,282 41.5

ランプン スマトラ 15,421 100,674 10,825 126,920 28.0

中部ジャワ ジャワ 43,144 1,438 1,052 45,634 10.1

南スマトラ スマトラ 3,032 9,778 15,528 28,338 6.3

西ジャワ ジャワ 8,105 － 12,629 20,734 4.6

南スラウェシ スラウェシ 3,925 － 12,751 16,676 3.7

ゴロンタロ スラウェシ 1,850 7,154 － 9,004 2.0

ジョグジャカルタ特別州 ジャワ 7,660 － － 7,660 1.7

北スマトラ スマトラ 3,164 － 3,375 6,539 1.4

西ヌサ・トゥンガラ その他 1,569 1,883 － 3,452 0.8

合計 253,582 120,971 78,686 453,239 100.0

資料：中央統計庁
注１：予測値。
注２：端数処理の関係で計と内訳が一致しない場合がある。

資料：中央統計庁の資料を基に農畜産業振興機構作成
注：予測値。

資料：中央統計庁の資料を基に農畜産業振興機構作成
注：予測値。



国営を問わず事前に製糖工場と形式上の契約を結ぶ

ものの、納入当日の取引価格に応じ、納入先を選定

することが多いのが実態である。

また経営体別に砂糖生産量を見ると、約６割が個

人農家由来のものとなっている（表２）。

個人農家戸数は、サトウキビのほか、トウモロコ

シや米などの競合作物の取引価格に影響されるもの

のおおむね一定であり、米国農務省（USDA）に

よると、2018年は約132万8000戸と推計され、

2015年の約133万戸からはほとんど変化がない。

ウ　栽培方法
インドネシアのサトウキビ栽培においては、土壌

耕うんや植え付けなどの負担軽減の観点から、株出

し栽培を行う場合が多いとされる。一般的に株出し

の繰り返しで収量は徐々に減少するが、同国では３

年以上株出しを続けることも珍しくなく、サトウキ

ビの収量低下が課題となっている。また、1980年

代は過半の圃
ほ

場
じょう

でかんがいを利用していたが、都

市化の進展のほか、他作物との利用競争などを受け、

現在かんがいを利用する圃場は約２割まで落ち込ん

でいる。

またサトウキビ生産の機械化については、整地作

業におけるトラクターの導入は進んでいるが、すべ

ての作業の機械化には至っておらず、植え付けや収

穫の際に人手による作業が必要な状況にある。個人

農家が多いジャワ島では作業工程の約９割が手作業
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表２　州別および経営体別の砂糖生産量（2019年）
（単位：トン、％）

州 島 個人農家 民間企業 国営企業 小計 割合

東ジャワ ジャワ 947,554 287 115,885 1,063,726 43.4

ランプン スマトラ 100,071 598,075 45,725 743,871 30.4

中部ジャワ ジャワ 235,505 8,965 4,880 249,350 10.2

南スマトラ スマトラ 8,569 53,740 75,855 138,164 5.6

西ジャワ ジャワ 45,485 - 55,638 101,123 4.1

ゴロンタロ スラウェシ 10,025 40,678 - 50,703 2.1

南スラウェシ スラウェシ 18,752 - 30,886 49,638 2.0

ジョグジャカルタ特別州 ジャワ 28,525 - - 28,525 1.2

北スマトラ スマトラ 6,514 - 10,725 17,239 0.7

西ヌサ・トゥンガラ その他 3,100 4,563 - 7,663 0.3

合計 1,404,100 706,308 339,594 2,450,002 100.0

割合 57.3 28.8 13.9 100.0

資料：中央統計庁
注：暫定値。

写真１　整然と広がる国営企業のプランテーション

写真２　�収穫機が導入されている国営企業のプランテー
ション



で行われているものの、ジャワ島以外の大規模製糖

工場においては、民間・国営を合わせて約５割程度

まで機械化されているとみられる（写真２）。

インドネシアサトウキビ生産者協会（ATPRI）は、

都市部への人口流出による労働力不足や生産コスト

の削減、砂糖自給の達成（後述）のためには機械化

は必須であるとして、農業省に対し機械化促進への

援助を手厚くするよう求めている。

エ　栽培期間
サトウキビの植え付け時期は、地域ごとの雨季の

長さによって異なっている。雨季が比較的長いスマ

トラ島北中部、スラウェシ島北部では、雨季終了後

の５月から８月に、雨季の比較的短いジャワ島、ス

マトラ島南部、スラウェシ島南部では、雨季が始ま

る前の10月から11月に植え付けが行われる。その

後、乾季が始まる４月または５月から収穫が開始さ

れ、７月から９月に最盛期を迎える（図３）。

（２）生産動向と栽培コスト
英国の民間調査会社LMC Internationalによる

と、インドネシアのサトウキビ収穫面積は、2011

年以降順調に増加したものの、2015年以降はエル

ニーニョ現象による干ばつの発生や、個人農家が

収益性の高い他作物へ転作したことで減少に転じ、

2019年はジャワ島における大規模な農地転用も影

響し、41万ヘクタールまで減少した（図４）。その

後はスラウェシ島やスマトラ島での新たな製糖工場

の設立などにより回復基調にあり、2021年は天候

に恵まれたことで44万ヘクタールと10年前の水準

にまで回復すると予測されている。

過去10年間のサトウキビ生産量は、おおむね

2800万トンから3500万トン台で推移している（図

５）。2013年は単収の増加を受け3553万トンま

で増加したが、2015年はエルニーニョ現象によっ

て乾季が長引き、作柄が悪化したことで3254万ト

ン（前年度比3.8％減）とやや減少した。2017年

以降は他作物への転作などの影響により3000万ト

ンを下回って推移し、2019年は収穫面積の縮小を

受けて2773万トン（同6.7％減）まで落ち込んだ。
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図３　サトウキビの栽培暦
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注１：砂糖年度（４月～翌３月）を暦年で表記。
注２：2019年および2020年は暫定値、2021年は予測値。

図４　サトウキビ収穫面積の推移



2021年はジャワ島東部の降雨量が平年値を上回っ

たことなどにより、3215万トン（同8.1％増）と、

2016年以来の3000万トン台に達すると見込まれ

ている。

栽培コストを見ると、個人農家が多い同国のサト

ウキビ生産は労働集約型が中心で、特に収穫作業

に人手を要するため、サトウキビは生産コストが

比較的高い。現地関係者によると、2018年および

2019年のサトウキビ生産コストは１ヘクタール当

たり3700万～3900万ルピア（34万4100～36万

2700円）と推計される。

栽培コストの内訳を見ると、コストの３割程度

を占めるとされる農地借地料は上昇傾向にあり、

2019年は同1400万ルピア（13万200円、前年比

約５％高）とコストの４割弱を占めるまで上昇し

た。また、サトウキビの植え付けや収穫時に労働者

を雇用する際の人件費はさらに上昇傾向が強く、同

年の総人件費は同967万ルピア（８万9931円）と

同12％の上昇となった。

（３）サトウキビの取引価格（新買取制度
の導入）

同国農業省は2019年、サトウキビ農家の収益や

栽培意欲の向上を図るため、新たに「サトウキビ買

い取り制度」を導入すると発表した。従来は農家と

製糖企業間で収益を分配（農家：製糖企業＝６：４

～７：３）し、農家が製糖費用も負担していた（注２）

が、本制度により、農業省が定める生産者出荷基準

価格と可製糖率（CCS）（注３）に基づき、下記の通

り取引価格を算出することとなった。2019年の平

均可製糖率が９～10％であったことを踏まえると、

農家は本制度によってサトウキビ１トン当たり65万

1000～72万1000ルピア（6054～6705円）の収

入を得ることができたと農業省は推定している。

（注２）�従来のサトウキビ取引価格の決定方法については、本誌
2016年９月号「インドネシアの砂糖事情～自給率向上に
向けた砂糖産業の現状と振興策～」（https://www.alic.
go.jp/joho-s/joho07_001347.html）を参照されたい。

（注３）�サトウキビのショ糖含有率、繊維含有率および搾汁液の
純度から算出される回収可能な糖分の割合。
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図５　サトウキビ生産量および単収の推移

サトウキビ取引価格の計算方法の比較

・�従来　：耕地白糖（注１）の最低基準価格（注２）×CCS（注３）×サトウキビ農家と製糖工場との収益分配割合（注４）

・新制度：実際のCCS÷基準CCS×生産者出荷基準価格

　※2020年10月時点の基準CCSは７％、生産者出荷基準価格は510ルピア/kg

注１：原料産地の工場で原料から一貫製造される砂糖。
注２：�サトウキビ生産者の収入を保護するため、第三者の調査による生産コストなどのデータを基に政府が毎年定めている価格。政府は小売価格の

高騰を防ぐため、2016年以降最低基準価格を据え置いていた（１キログラム当たり9100ルピア）が、借地料の上昇などを受けて製糖コスト
が最低基準価格を上回る状態が数年間続いたため、2021年に同価格を同9500ルピアに引き上げた。

注３：�一番初めに納入されたサトウキビのCCSが算出され、その後２週間はすべての農家のサトウキビに対して同一のCCSが適用される。すなわち、
収穫期には2週間ごとにCCSの算出が繰り返されることとなる。

注４：サトウキビ農家と製糖工場の収益分配割合は、CCSによって決定。

https://www.alic.go.jp/joho-s/joho07_001347.html


コラム１　サトウキビの主要品種
インドネシアでは、これまで100以上のサトウキビの品種が開発されており、近年は、高収量で病害虫

に強い優良品種も販売されている。現地報道によれば、農家からの人気が最も高い品種はBululawangと

Cenningである。両品種の単収は１ヘクタール当たり70 ～ 80トンで、その他の優良品種では同120トン

が見込めるものもあるが、手間がかかり施肥量の影響を受けやすいため、比較的栽培が簡便な２品種が好ま

れている。

サトウキビの単収を１ヘクタール当たり80トン、

CCSを７％とした比較では、計算上、新制度の方

が生産者にとって有利になる。また、新制度におい

ては、納品から支払いまでの時間が短縮されるなど

の改善が図られた。

しかし、新制度の導入に強制力はなく、従来の方

法を継続する製糖企業が多いのが実態である。これ

は、小規模製糖企業（そのほとんどは国営企業）の

財務力が弱く、一定規模のまとまった資金を収穫期

の数カ月の間に確保する余裕がないためである。一

方、大手民間企業の中には、農業省の設定した基準

価格よりも高額（１トン当たり70万～85万ルピア

〈6510～7905円〉）で買い取る企業も存在し、民

間企業への搬入を選ぶ農家が多くなっている。その

ため、国営企業からは、新制度は民間優遇策である

との不満も出ている。

なお、同国のサトウキビ取引価格は、砂糖需要の

高まりや生産コストの上昇などを受けて上昇傾向に

ある（図６）。
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コラム１－表　サトウキビの主要品種
品種名 特徴

Bululawang

・収量：70 ～ 80 トン /ha ・植え付け：７～８月、９～ 10 月

・可製糖率：7.51％ ・収穫：７～ 10 月

・発芽：遅め ・生育土壌：水はけの良い土壌での栽培に適している

・生育期間：中～長 ・抵抗性：カンシャシンクイハマキには弱い

・2004 年農業省登録 　梢頭腐敗病にはやや抵抗性あり

　モザイク病や葉焼病などに抵抗性あり

Cenning

・収量：70 ～ 80 トン /ha ・植え付け：５～７月

・可製糖率：10.97％ ・収穫：５～７月

・発芽：中 ・生育土壌：水はけの悪く湿った土壌での栽培に適している

・生育期間：早 ・抵抗性：カンシャシンクイハマキ、梢頭腐敗病、

・2010 年農業省登録 　モザイク病、葉焼病に抵抗性あり
資料：インドネシア糖業研究所（P3GI）の資料を基に農畜産業振興機構作成
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　注：�従来のサトウキビ取引価格の算出方法に基づき、CCSは7.5％、収

益按分比（農家取り分）は0.68で計算。

図６　サトウキビ取引価格の推移



２　インドネシアの砂糖需給
（１）生産
ア　砂糖の規格およびハラール認証制度
同国では、サトウキビから生産される耕地白糖と、

輸入粗糖を原料とする精製糖の二種類が生産されて

いる。砂糖の規格は表３の通りである。

国内の砂糖産業の保護を目的に、家庭消費向けに

は耕地白糖が販売され、精製糖はその他加工食品や

飲料などの加工・業務向けの販売とされている（図

７）。

同国産砂糖の特徴として、同国の人口（２億

7000万人）の約９割を占めるイスラム教の戒律に

よって食べることが許された食品を指す「ハラール」

の認証取得が挙げられる。砂糖の精製工程で、着色

物質を除去する際に宗教上の禁忌である豚の骨を用

いた骨炭ろ過が用いられていると、ハラールとして

認証されない。このため国内の18の製糖企業およ

び11の精製糖企業では豚骨炭ろ過を採用せず、い

ずれも公式認証機関であるLPPOM MUIによる認

証を受けている。これにより、同国内で流通するほ

ぼすべての耕地白糖や精製糖は同認証を受けたもの

となっている（写真３、４）。
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表３　砂糖の規格

砂糖の種類 規格 輸入砂糖用の規格（注２）

（2020 年 2 月に設定）
粗糖（Gula Kristal Mentah - GKM） ICUMSA 色価（注１）1200 以上、糖度は 95 度。 同色価 600 以上。

耕地白糖（Gula Kristal Putih - GKP） 同色価 81 ～ 300、糖度は 99.5 ～ 99.6 度。
粒の大きさは 0.8 ～ 1.2㎜。 同色価 81 ～ 200。

精製糖（Gula Kristal Rafinasi - GKR） 同色価 75 以下。

Rafinasi 1（R1） 同色価 45 以下。国際規格と同じ。 －

Rafinasi 2（R2） 同色価 80。インドネシア特有の規格。 －
資料：国家標準化庁およびインドネシア貿易省の資料を基に農畜産業振興機構作成
注１：砂糖の純度や品質を色で判断するための国際基準で、数値が低いほど高純度であることを表す。
注２：�2019年にタイで干ばつが発生したことで、タイ産粗糖の輸入量の減少が懸念されたことなどを背景に、インドネシア政府は砂糖の安定

供給を目的に、2020年２月に輸入砂糖に対するICUMSA色価要件の一時的緩和を行っている（2021年９月時点で緩和は継続されている）。

食品・飲料業（中小企業)、
レストラン、ホテルなど

家庭用消費 食品・飲料大手、医薬業

少量

粗糖（輸入）サトウキビ（国産）

製糖工場 精製糖工場

精製糖（輸入）耕地白糖（輸入） 精製糖（国産）耕地白糖（国産）

少量

図７　砂糖の生産および流通の流れ

資料：M. Husein Sawit「KEBIJAKAN SWASEMBADA GULA: APANYA YANG KURANG?」を基に
農畜産業振興機構作成



イ　製糖工場の概況
同国で稼働している製糖工場は2020年時点で

60カ所、年間サトウキビ処理能力は約4000万ト

ンである。このうち41カ所がジャワ島に位置し、

同国の白糖生産の66％を占める。残りはジャワ島

に次いで生産量の多いスマトラ島などに所在してい

る。

運営形態別に見ると、民間製糖工場は19カ所、

国営製糖工場は41カ所である。１日当たりの処理

能力は、民間全体で15万3000トンであるのに対

し、国営は民間の２倍の工場数であるものの16万

3950トンと、１工場当たりの処理能力は民間が国

営を上回っている（表４）。この背景として、国営

製糖工場の９割が100年以上前から稼働している

古い施設であり、全体的に設備の老朽化が進んでい

ることがある。

なお、海外から輸入した粗糖を精製する民間の精

製糖工場は国内に11カ所あり、年間約500万トン

の製造能力を有している。

ウ　生産動向
同国の砂糖生産量は、近年、サトウキビの減産に

伴う耕地白糖の減産などを受けて減少傾向で推移

している（図８）。2012年から2014年は、作付面

積と単収の増加により砂糖生産量も年間250万ト

ンを超えたが、2016年以降は250万トンを下回っ

ている。2020年は、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）の感染拡大抑制策に伴い季節労働者

が不足し、製糖工場へのサトウキビの搬入遅延によ

る品質の低下から、前年度比4.4%減の213万トン

と見込まれる。
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写真３　小売店での砂糖販売状況 写真４　ハラール認証を受けた砂糖

表４　製糖工場のサトウキビ処理能力の比較
（単位：トン/日）

ジャワ島 ジャワ島以外 全国

小計 平均 最小 最大 小計 平均 最小 最大 合計

民間 50,000 7,143 2,000 12,000 103,000 8,583 5,000 18,000 153,000

国営 139,050 3,758 1,200 8,000 24,900 4,150 2,400 7,000 163,950

合計 189,050 4,297 1,200 12,000 127,900 7,106 2,400 18,000 316,950
資料：AGI IKAGI「Sugar Summit 2020」
注：2020年時点の最新の情報。



エ　製糖コスト
民間企業の製糖コストが１キログラム当たり

6000ルピア（56円）であるのに対し、国営企業

は設備の老朽化による生産性の低さから、同１万

500ルピア（98円）と民間企業の1.8倍に上ると

されている。

現地の専門家は、国営企業の低い生産性や製糖コ

ストの高さが国産砂糖全体の価格を引き上げている

要因の一つであると指摘している。

2011年以降の製糖コストは上昇傾向で推移し、

2020年は同１万2500ルピア（116円）に達した

（表５）。

オ　砂糖価格
耕地白糖のオークション価格（製糖企業から卸売

業者などへの販売価格）は製糖コストと連動してお

り、サトウキビ生産コストの上昇や国内需要の高ま

りを受けて、近年は１キログラム当たり約１万ル

ピア（93円）で推移している（図９）。一方で小売

価格については、2014年は白糖輸入の増加や耕地

白糖の最低基準価格の低さ、また、低価格で取引

された繰り越し在庫などの影響で同１万859ルピ

ア（101円）まで下落した。2015年以降は、政府

が耕地白糖の最低基準価格の引き上げ（2015年、

2016年）や、輸入を制限したことにより上昇し、

2016年には同１万3514ルピア（126円）まで高

騰した。2018年以降は、政府が再び輸入割当量を

増やしたことでやや下落した。COVID-19の影響

で外出規制措置が講じられた2020年は、物流の混

乱や消費者のパニック買いも影響し、耕地白糖の平

均小売価格は同１万5000ルピア（140円）を超え

たとみられる。なお、同国政府は2017年以降、価

格高騰を防ぐため耕地白糖の小売上限基準価格を同

１万2500ルピア（116円）に設定しているが、強

制力を持たないことから参考価格となっている。
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表５　耕地白糖の製糖コストの推移
（単位：ルピア/kg）

年 製糖コスト

2011 6,891 （64 円）

2012 7,900 （73 円）

2013 8,070 （75 円）

2014 8,791 （82 円）

2015 8,862 （82 円）

2016 8,792 （82 円）

2017 10,600 （99 円）

2018 10,932（102 円）

2019 10,500 （98 円）

2020 12,500（116 円）

資料：�サトウキビ生産者協会の資料や現地報道を基に�
農畜産業振興機構作成

注：2020年は推定値。
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図８　砂糖生産量の推移
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資料：�Directorate General of Estate Cropsの資料および現地報道を
基に農畜産業振興機構作成

注１：2020年の小売価格は推定値。
注２：�オークション価格とは、製糖業者から卸売業者などへの販売価格

を指す。

図９　�耕地白糖のオークション価格および小売価格
の推移



（２）消費
インドネシアの砂糖消費量は、人口増加を背景

に増え続け、国内供給の不足分を輸入で補う構図

となっている（図10）。一方、農業省によると、１

人当たりの年間砂糖消費量は減少傾向にあり、近

年は６～７キログラムで推移している（図11）。し

かし、この消費量には飲料や菓子などに含まれる

砂糖の間接的な摂取は反映されていないとみられ

る。このため、国民１人当たりの砂糖の入手可能�

量（注４）で見ると、2012年の22キログラムから

2018年には26キログラムに増加しており、間接

的な摂取を含めた砂糖の消費量は増加傾向にあると

推察される。

（注４）�国内の砂糖供給量（国内生産＋輸入－輸出）を人口で割っ
た数値。

コラム２　日常生活に浸透する伝統菓子と、政府による糖類摂取抑制に向けた動き

インドネシア国内の伝統的な市場では、現地の食材を使ったさまざまな菓子が売られている（コラム２－

写真１）。その代表格である「クルポン（Klepon）」は、団子にココナッツフレークをたっぷり振りかけた

もので、中にはグラ・メラと呼ばれるヤシ糖が入っている（コラム２－写真２）。もち米粉に水を加えてこ

ねた生地でヤシ糖を包んだ団子をゆでると、中のヤシ糖が溶けてシロップ状に変化し、もちもち、とろっと

した食感が楽しめる。ダウン・スジの葉やパンダンリーフ（コラム２－写真３）を使って緑色に着色された

ものが一般的である。

コラム２－写真１　市民に親しまれている色とりどりの菓子（バリ島）
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2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

輸入量 - 2,769 3,344 2,965 3,375 4,761 4,549 5,021 4,080 5,678

国内生産量 2,268 2,592 2,551 2,579 2,498 2,205 2,122 2,171 2,258 2,417

国内消費量 2,541 5,049 5,569 5,601 6,236 6,535 6,667 6,977 6,945 7,432
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資料：農業省「Statistik Konsumsi Pangan Tahun 2020」
注１：2020年は暫定値。
注２：国内生産量は、国産原料から生産された砂糖。
注３：輸入量には、粗糖および精製糖も含まれる。

資料：農業省
注１：2021～2023年は予測値。
注２：砂糖の間接的な摂取は含まれていないとみられる。

図10　砂糖輸入量・生産量・消費量の推移 図11　１人当たりの年間砂糖消費量の推移



（３）輸入
ア　輸入動向
インドネシアの砂糖輸入量は、国内需要の高ま

りを背景に増加傾向で推移しており、2020年には

568万トンに達した（図10）。種類別では、粗糖が

総輸入量の９割以上を占め、精製糖と白糖の輸入割

合は１割未満である（表６）。

粗糖輸入単価を見ると、2015年から2017年に

かけて、エルニーニョ現象が豪州やタイでの原料作

物の生産に影響を及ぼしたことから粗糖の国際価

格が上昇し、輸入単価もそれに伴い上昇したもの

の、2013年以降、おおむね下落傾向にあった（図

12）。しかし、2021年は、世界的な海上運賃の高

騰などにより、大幅に上昇した。

コラム２－写真３　パンダンリーフ
甘い香りが特徴で、香り付けにも使用される

コラム２－写真２　インドネシアのクルポン
マレーシアやシンガポールなどでも食されており、「オンデ・オンデ」と呼ばれている

なお、同国の20 ～ 79歳の国民のうち、肥満者は1000万人超と推計され、総人口に対する肥満者の割合

も2010年の4.8％から2019年には6.3％に増加している。このため同国政府は、糖類を含む飲料への物品

税の導入の検討を進めている。具体的には糖類を含む飲料１リットル当たり1500 ～ 2500ルピア（14 ～

23円）を課税するもので、茶、コーヒー、炭酸飲料、エナジードリンクなどの飲料を対象としている（注）。

同国の加工食品・飲料協会は、物品税の導入は飲料の価格を上昇させ、消費者の購買力低下を招くだけだと

反対姿勢を示している。
（注）輸出目的で製造される飲料は対象外。
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イ　種類別の輸入動向
輸入割合の最も高い粗糖は、輸入量の約９割が精

製糖の製造に使用され、残りの約１割はグルタミン

酸ナトリウム（うま味調味料の主成分）の製造に仕

向けられる。粗糖の主要輸入先を見ると、2020年

はタイからのものが最も多く、次いでブラジル、豪

州などが続いた（図13）。なお、2020年の輸入向

け砂糖規格の緩和（表３）を受け、インド産粗糖の

輸入が可能となり、同年の同国産粗糖輸入量は40

万トンと総輸入量の８％を占めた。さらに、2021

年は175万トン（前年比4.4倍）と急増し、サトウ

キビの不作によって輸出余力が低下したタイやブラ

ジルを抜いて第１位となった。

精製糖の輸入は、食品や飲料向けなど使途に関

する規制の厳格化を受けて2014年まで減少傾向に

あったが、2015年以降は国内需要の高まりを受け

て増加に転じている。なお、政府は毎年初めに精製

糖の輸入割当を設けているが、加工食品や飲料の需

要は特にイスラム教の断食（ラマダン）明けの大祭

（Lebaran）に高まるため、同国政府は精製糖の供

給不足が生じないよう、輸入割当の調整を行ってい

る。

白糖は基本的に実需に応じた輸入がなされるた

め、年々の変動はあるものの、おおむね総輸入量の

５％にも満たない。2020年はCOVID-19の影響で

高騰した砂糖の国内価格を安定させるため、同国政

府は15万トンの輸入を許可した。
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表６　種類別砂糖輸入量の推移
（単位：トン）

年 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

粗糖 3,252,757 2,878,321 3,304,061 4,599,050 4,374,952 4,910,370 3,966,156 5,263,213 5,180,455

精製糖 91,047 55,501 65,881 146,997 84,746 99,457 123,685 139,733 152,162

白糖 500 31,979 5,069 15,838 11,847 1,562 812 136,733 122,528
資料：国際貿易センター（ITC）、「Global Trade Atlas」
　注：HSコードは以下の通り。
　　　粗糖：1701.11、1701.12、1701.13、1701.14
　　　精製糖：1701.991、1701.99-19
　　　白糖：1701.91、1701.99-90

300

350

400

450

500

550

600

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

（米ドル/トン）

（年）

世界平均 タイ産
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資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード1701.14
注２：ブラジル産の2019年およびインド産の2013～2019年の輸入実績はなし。

図12　粗糖輸入価格の推移



ウ　輸入関税措置
同国における粗糖の輸入関税は、１キログラム当

たり550ルピア（５円）、耕地白糖および精製糖は

同790ルピア（７円）である（注５）。

これに対し、2015年のASEAN経済共同体（AEC）

の発足に伴い、タイから輸入される砂糖の輸入関税

は５％に引き下げられた。2020年には、インドネ

シア豪州包括的経済連携協定（IA-CEPA）の発効

により豪州産砂糖の輸入関税も５％に引き下げられ

た。また同年には、輸入粗糖規格の変更に伴い、イ

ンド産砂糖の輸入関税もタイや豪州と同等の５％ま

で引き下げられた。

（注５）国内需給調整の名目で変更される場合がある。

３　砂糖の自給へ向けた取り組み
インドネシア政府は、2002年から砂糖自給率向

上に向けた計画を開始したが、実施の遅れから複数

回にわたって目標達成年が見直されている。前回は

2019年の目標達成を目指したものの達成に至らな

かったため、2023年に延長された。農業省は、同年

までに国内生産量と消費量の乖離を縮めるべく、サ

トウキビの栽培拡大のための各種支援のほか、新設

された製糖工場への優遇措置などを行うとしている。

（１）サトウキビ栽培の拡大
同国政府は、サトウキビ栽培面積の拡大に向けて

以下三つの計画を発表し、これらは2020年初頭か

ら実施されている。
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2020 年 2021 年
図13　粗糖の輸入先の割合

タイ

38%

ブラジル

29%

豪州

23%

インド

8%

南アフリカ

2%

グアテマラ

1%

計：526万トン

タイ

19%

ブラジル

22%

豪州

26%

インド

34%

計計：518万トン

・ジャワ島を除く地域でサトウキビの栽培面積を５万ヘクタール拡大する（ランプン２万
5000ヘクタール、南スマトラ１万5000ヘクタール、南スラウェシ5000ヘクタール
など）。栽培面積の拡大により、３年後には67万6000トンの砂糖増産が可能となる。

・東・中部・西ジャワ州で株出し栽培を行っている７万5000ヘクタールの圃場を対象に、
高収量品種の苗を提供する。

・株出し栽培を行うその他の地域（主に、ジャワ島のうち東・中部・西ジャワ州以外の地域）
12万5000ヘクタールに対し、栽培支援を行う。



しかし、同国最大のサトウキビ産地であるジャワ

島は人口増加や都市化が進んでいるため農地拡大が

難しく、栽培に不向きな非かんがい地や痩せた土地

での栽培が増えている。ジャワ島以外の地域では、

土地所有権や環境保護などの問題から大規模開発が

難航し、作付面積は拡大していない。また、サトウ

キビ生産を促進するための低金利の融資制度や化学

肥料購入に係る補助金などが整備されているが、低

利融資の場合では、製糖工場が安易に保証や支援を

行わないため（注６）、サトウキビ農家が実際に融資を

受けることは難しい状況にある。補助金制度につい

ては、２ヘクタール以下の圃場でなければ利用でき

ないことから、同制度を利用する小規模農家は圃場

の拡大に取り組みにくいとみられる。

（注６）�前述のとおり、農家はサトウキビの搬入先を自由に変え
られることから、自社の工場に必ずサトウキビが納品さ
れるとは限らないため、保証や支援を渋る製糖工場が多
いとされる。

（２）新設された製糖工場への優遇措置
同国政府は製糖産業に対する投資を活発化させる

ため、新設工場に対して税金面や原料調達の優遇措

置を実施している。税制優遇措置については、６年

間の法人所得税の優遇のほか、従業員教育に係る経

費やサトウキビの研究開発費用を対象とした税金の

優遇措置などがある。原料調達に関しては、自社プ

ランテーションのサトウキビで工場を完全に稼働で

きるようになるまでの５～７年間は粗糖輸入が許可

され（注７）、その間に粗糖の輸入ライセンスと輸入量

の割当が付与されることとなる。

（注７）�製糖工場間のサトウキビの奪い合いを避けるため、新設
工場は原則として自社のプランテーションでサトウキビ
を栽培し、原料を確保することとなっている。

おわりに
インドネシアは、人口増加を背景に砂糖需要が拡

大する一方で、サトウキビの生産コスト上昇や国営

製糖工場の老朽化など、供給面の課題が山積してい

る。このため同国政府は、サトウキビの栽培を促進

する計画を打ち出しているものの、現状では目標年

の2023年での国産原料による砂糖自給の達成は困

難と見込まれている。従って、今後も引き続き、粗

糖輸入により国内需給をまかなう動きは継続すると

予測される。そのため、インドに対して輸入砂糖の

規格を緩和した一時的な措置は今後も維持されるの

か、また、日本の主要輸入先でもあるタイや豪州か

らの輸入量は変化するのかなどの観点も含めて、引

き続きインドネシアの需給動向を注視していく必要

がある。

世界的には、先進国を中心に砂糖の消費量は減少

とされる中で、世界最大の砂糖輸入国である中国や

中東、アフリカなどの砂糖消費量は増加基調にあり、

国内需要を満たすためにはさらなる輸入の拡大が予

想されている。一方で、気候変動や自然災害の発生

など生産へのリスクも高まる中で、世界的な需給は

必ずしも安定とはいえない状況にある。このため、

砂糖の多くを輸入に依存する国々にとっては、これ

ら消費国の動向を踏まえつつ、安定的な確保が求め

られている。
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